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【地区別の比較】
● 支笏湖地区の平均消費金額が一番高くなったが、理由としては、宿泊単価が高いほか空港及
び駅からの交通費が高くなることが要因となっている。

● 市街地地区の体験費は、他の地区に比べて高くなっており、ゴルフなどの体験が多いと考えられる。
● 農村地区では、宿泊施設も少ないため金額が低くなっているが、宿泊費を除き、飲食費、買い
物費について、他の項目よりも高い。

消費額について14.

〇一人当たりの平均消費金額について（金額欄の上段が日帰り客、下段が宿泊客）
地区

項目
全体

（Ｎ＝1204）
支笏湖

（Ｎ＝392）
市街地

（Ｎ＝742）
農村

（Ｎ＝70）

全体

うち札幌市

うちその他の道内

うち道外

うち海外

（全体の項目別内訳）
＜地区別＞

宿泊費

飲食費

交通費

買い物費

その他体験費

12,231円
70,501円

－円
33,445 円

－円
48,815 円

－円
19,247 円

－円
13,000 円

2,127 円
5,000 円

291 円
0 円

1,458 円
0 円

235 円
700 円

3,717 円
10,132 円

4,232 円
9,407 円

2,887 円
9,105 円

2,508 円
6,072 円

3,125 円
11,242 円

4,753 円
13,844 円

2,919 円
11,682 円

1,171 円
2,982 円

3,434 円
10,651 円

4,043 円
11,514 円

2,778 円
10,319 円

1,976 円
4,572 円

11,968円
88,564円

13,345円
53,963円

4,111円
18,700円

2,959円
－円

2,829円
18,700円

23,965円
－円

－円
－円

7,243円
21,473円

5,941円
45,136円

28,313円
51,297円

12,852円
97,152円

4,810円
32,708円

5,858円
31,265円

12,738円
56,820円

22,095円
120,446円

6,178円
26,037円

5,519円
40,916円

25,671円
53,019円

20,590円
115,562円

地区
項目

全体
（Ｎ＝1204）

支笏湖
（Ｎ＝392）

市街地
（Ｎ＝742）

農村
（Ｎ＝70）
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● 「また必ず来たい」と「機会があれば来たい」を合わせると９０％となっている。

【千歳市への再来訪意向】

【居住地別の比較】
● 道外、海外と居住地が遠方になるにつれ宿泊が伴うこともあり、平均消費金額は増加傾向にある。
● 飲食費、買い物費においても、道外と海外の居住者の消費額が高い傾向にある。
● 交通費は、道外と海外の居住者ともに消費額が高い傾向にあるが、レンタカー等の利用がその
要因となっている。

● 体験費については、道外居住者の消費額が最も高く、ゴルフなどの体験費と考えられる。

千歳市への再来訪意向について15.

＜居住地別＞
居住地

項目
札幌市

（Ｎ＝308）
その他の道内
（Ｎ＝315）

道外
（Ｎ＝361）

海外
（Ｎ＝210）

全体

宿泊費

飲食費

交通費

買い物費

その他体験費

6,178円
26,037円

5,519円
40,916円

25,671円
53,019円

20,590円
115,562円

－円
60,074円

6,336円
17,422円

8,747円
18,492円

4,151円
17,102円

1,356円
2,472円

－円
19,463円

5,954円
8,021円

10,644円
10,458円

5,372円
7,172円

3,701円
7,905円

－円
22,337円

2,148円
7,401円

822円
1,531円

1,831円
7,918円

718円
1,729円

－円
15,845円

1,940円
2,867円

770円
3,175円

1,357円
2,813円

2,111円
1,338円

N=1,680

来ないかもしれない:1%
来たくない:0％

機会があれば来たい:
39%

未回答:9%

また必ず来たい:51%
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【地区別の比較】
● 市街地地区では、情報発信の強化、観光・商業施設の充実、地元お土産品などの買い物環境の
充実を求める意見が多い。

● 支笏湖地区では、市街地地区と同様に情報発信の強化が一番多いが、体験プログラムの拡充
や二次交通の充実を求める意見が比較的多い。

● 農村地区では、お土産品など買い物環境の充実が一番多く、観光やスポーツのイベント・行事
の拡充の意見が比較的多い。

【千歳市の観光促進に必要な施策や環境整備について＿地区別】

千歳市の観光促進に必要な施策や環境整備について16.

28%
36%

18%
19%
20%

14%
23%

7%
22%

16%
16%

13%
13%

7%
12%

16%
16%

3%
11%

3%
20%

16%
34%

5%
7%

4%
5%
3%

7%
8%

16%
5%
6%
5%

9%
14%

11%
23%

8%
7%

15%
3%

0% 30%20% 45%40%35%25%10% 15%5%

観光情報全般に関する情報発信の強化

観光案内窓口の充実

観光やスポーツのイベント・行事の拡充

体験プログラムの拡充

観光施設や商業施設の充実

宿泊施設の充実

無料Wi-Fiエリアの拡大

施設における言語対応の充実

地元お土産品など買い物環境の充実

交通案内標識や看板等の整備

おもてなし意識を感じられるための工夫

バスなどの二次交通の充実

その他

未回答

(複数回答)市街地（N=996） 支笏湖（N=610） 農村（N=74）
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【居住地別の比較】
● 情報発信の強化は、すべての項目の中で一番多く回答があるが、特に道外と海外の居住者が
必要であると考えている。

● 海外居住者においては、観光案内窓口の充実、体験プログラムの拡充、無料Wi-Fiエリアの拡
大、施設における言語対応の充実、バスなどの二次交通の充実など、全般的な環境整備を求め
る意見が多く、海外向けの環境整備の必要性がうかがえる。

【千歳市の観光促進に必要な施策や環境整備について＿居住地別】

22%18%
37%

41%
8%
7%10%

14%
23%

14% 20%
19%

15%
13%14%

26%
22%
22%

14%
11%
14%
15%11%

12%
12%

20%

2%
2%
1%

17%
22%

20%
15%

4%
5%

10%
6%

4%
4%

10%
5%

19%
5%

9%5%
4%

15%
15%

12%
12%

0% 30% 35% 40%15%10%5% 45%25%20%

観光情報全般に関する情報発信の強化

観光案内窓口の充実

観光やスポーツのイベント・行事の拡充

体験プログラムの拡充

観光施設や商業施設の充実

宿泊施設の充実

無料Wi-Fiエリアの拡大

施設における言語対応の充実

地元お土産品など買い物環境の充実

交通案内標識や看板等の整備

おもてなし意識を感じられるための工夫

バスなどの二次交通の充実

その他

未回答

(複数回答)札幌市（N=370） その他の道内（N=370） 道外（N=480） 海外（N=434）

22%

19%

3%

4%

8%

8%
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千歳市観光客調査結果報告書（傾向と取組みの方向性）

１ 回答者の属性  

【傾向】

【取組みの方向性】

２ 来訪目的  

【傾向】

【取組みの方向性】

● 道外・海外のの来訪者が半数以上（５５％）、広域からの集客力あり。
● 男女は、ほぼ均等、未回答も一定数
● 年齢は、３０～４０代中心だが、５０代以上の層も一定割合

● 年代・国籍・地域別に細分化したプロモーションが必要
● 若年層の取込み策（例：アクティビティプログラム、ＳＮＳでの情報発信）が効果的
● 高年齢層の取込み策（例：バリアフリー対応、落ち着いた体験プログラム）が効果的
● 未回答層の理由把握・改善（調査方法や設問の見直し）の検討余地

● 観光・レクリエーションが主目的、ビジネス利用は少ない。

● 観光以外の目的（ビジネス・研修・スポーツ合宿等）の需要喚起も余地あり。
● レジャー観光の深掘りコンテンツが重要
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３ 同行者構成  

【傾向】

【取組みの方向性】

４ 旅行形態  

【傾向】

【取組みの方向性】

● 家族中心、特に小グループ（２～４人）
● 友人・仕事仲間は、５人以上の中規模も目立つ。

● 家族・少人数グループ向けの宿泊・体験プラン強化
● グループ向け貸切施設、団体向けプログラムの検討

● 個人でも楽しめるコンテンツ創出の強化
● 当日予約・飛込み対応が可能な体験・交通・飲食情報を強化
● 現地でのスマホ活用や観光案内所機能の強化

● 個人旅行が主流、２３％は事前手配なし。
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５ 旅行回数  

【傾向】

【取組みの方向性】

６ 交通手段  

【傾向】

【取組みの方向性】

● 新規向け「わかりやすい周遊モデルコース」、リピーター向け「発見型・深化型体験」
の両立が必要

● リピーター向け特典や会員制度の導入も有効

● レンタカー利用客向けの駐車場・交通案内の強化
● 海外客向け多言語交通案内・予約支援の整備
● 二次交通（バス・タクシー・オンデマンド交通等）の強化

● リピーター・新規の両方存在。道内客は、リピーター、道外・海外は新規多数

● 車利用が多数（自家用車・レンタカー６５％）。海外は送迎バス・貸切バスも多い。
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７ 千歳市訪問前後の立ち寄り状況  

【傾向】

【取組みの方向性】

８ 千歳市内での宿泊状況  

【傾向】

【取組みの方向性】

● 広域連携（札幌・登別等）での共同プロモーションや周遊ルート整備が有効
● 千歳単独滞在の満足度向上を図るコンテンツが必要

● 長期滞在型観光（ワーケーション・連泊向け体験）の推進
● 滞在中の移動手段・アクティビティの提案が重要

● 千歳単独訪問が中心だが、訪問前後において札幌市を中心として広域的な動きが
多い。

● 道外・海外宿泊客の滞在が長め。
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９ 千歳市を旅行先として選んだ理由  

【傾向】

【取組みの方向性】

10 旅行情報収集方法（旅マエ）  

【傾向】

【取組みの方向性】

● 海外は、自然（６４％）、温泉ホテル（３８％）、空港が近い（２４％）が主因
● 道外は、空港が近い（４２％）。

● デジタル×アナログの多様な情報提供チャネルの必要性
● 高齢層向け紙媒体や新聞広告の活用

● ネット・口コミが中心、年代で差あり（高齢層は新聞も利用）。

● 空港を起点とした「１泊２日モデル」や自然・温泉の連動ＰＲが有効
● 空港近接の特性を生かした短期滞在型商品造成
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11 旅行情報収集方法（旅ナカ）  

【傾向】

【取組みの方向性】

12 宿泊客立ち寄りスポット  

【傾向】

【取組みの方向性】

● 現地発信力（案内所・デジタルサイネージ・無料Wi-Fi）の強化
● 高齢層にもわかりやすい旅ナカ情報ツールの充実

● 宿泊施設からの回遊プラン提供、周遊バス等の強化
● 「立ち寄らない層」向けの魅力発信・誘導策が必要

● 若中年層は、旅ナカ収集少なめ、高齢層は旅ナカで情報を補足

● 市街地宿泊客も支笏湖訪問多数。立ち寄りゼロも多い。
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13 観光消費行動  

【傾向】

【取組みの方向性】

14 消費額  

【傾向】

【取組みの方向性】

● 飲食・土産の地域性強化、購入促進策（クーポン・ＰＲ）
● 交通費負担軽減策、セット商品造成（交通＋体験）

● 支笏湖高額（宿泊・交通費）、道外・海外客は、高単価
● 市街地は、体験費（ゴルフ等）が高め。

● 支笏湖の高付加価値維持＋体験型消費拡大
● 市街地での新規体験コンテンツ（アウトドア・文化体験）開発

● 飲食・土産が主、支笏湖は交通費も大きい。
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15 千歳市への再来訪意向  

【傾向】

【取組みの方向性】

16 千歳市の観光促進に必要な施策や環境整備  

【傾向】

【取組みの方向性】

● 再訪促進策（リピーター特典・会員プログラム・リピート割引）を検討

● 海外客の要望では、情報発信・多言語案内・交通・体験が特に多い。

● 多言語対応・デジタル案内・二次交通・Wi-Fi・体験の強化
● 海外・道外向けに「安心・便利」を軸にした環境整備が必要

● 約９０％が再訪希望
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千歳市観光振興プラン策定懇話会設置要綱

（設置）
第１条　千歳市観光振興プラン（以下「観光プラン」という。）の策定に当たり、観光振興に関する目標、基本方針、

施策等について幅広い視点から討議を行い、観光プランを策定することを目的に、千歳市観光振興プラン策定
懇話会（以下「懇話会」という。）を設置する。

（所掌事務）
第２条　懇話会は、千歳市における観光の現状を把握し、観光振興の目的及び方針等を検討し、観光プランの内容に

ついて協議する。

（組織）
第３条　懇話会は、委員２０人以内をもって組織する。

（委員等）
第４条　委員は、次に掲げる者のうちから市長が依頼する。
(1)　観光に関する事業者、団体又は必要と認める者
(2)　学識経験を有する者
(3)　公募市民
(4)　前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者
２　委員の任期は、依頼日から令和８年３月３１日までとする。ただし、委員に欠員が生じた場合は、補充することがで
きる。

３　委員に対する報酬は、支給しない。

（会長及び副会長）
第５条　懇話会に、会長及び副会長１人を置き、委員の互選により定める。
２　会長は、懇話会を代表し、会務を総括する。
３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

（会議）
第６条　懇話会の会議は、会長が招集し、その座長となる。
２　会長の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。
３　会長が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見または説明を聴きくことができる。
４　懇話会の会議は公開とする。ただし、懇話会の決定があったときは、非公開とすることができる。

（庶務）
第７条　懇話会の庶務は、観光スポーツ部において処理する。

（補則）
第８条　この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営等に関し必要な事項があるときは、会長が別に定める。

　　　附　則
　この要綱は、令和７年５月１日から施行する。

2.
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千歳市観光振興プラン策定懇話会委員名簿

業種 企業・団体名 氏名 役職

運輸業

運輸業

産業経済団体

観光団体

学識経験者

公募市民

旅行業

行政機関

公募市民

宿泊サービス業

運輸業

運輸業

産業経済団体

行政機関

運輸業

宿泊サービス業

運輸業

農業団体

支笏湖地区観光振興団体

行政機関

明石　真幸

五十嵐　愼一

入口　浩一郎

大宮　裕輔

川名　典人

木村　純子

齋藤　充

酒井　啓友

佐々木　賢司

笹谷　俊尚

清水　一仁

青木　歩美
→庄司　貴志

鈴木　隆夫

田島　秀一郎

土田　裕司

土居　麻子

徳中　利安

徳永　絵美

松澤　直紀

松本　励

副会長

会長

一般社団法人札幌レンタカー協会

千歳市商店街振興組合連合会

千歳地区事業ハイヤー協同組合

一般社団法人千歳観光連盟

公立千歳科学技術大学

市民

株式会社ノース・スター・トラベル

北海道運輸局観光部観光地域振興課

市民

一般社団法人千歳観光連盟宿泊部会
（ホテルグランテラス千歳）

日本航空株式会社新千歳空港支店（包括連携協定）

北海道旅客鉄道株式会社千歳地区駅

千歳商工会議所

環境省北海道地方環境事務所　
支笏洞爺国立公園管理事務所

北海道地方公共交通活性化協議会
（北海道中央バス株式会社千歳営業所）

支笏湖温泉旅館組合（休暇村支笏湖）

北海道エアポート株式会社新千歳空港事務所

千歳グリーン・ツーリズム連絡協議会
（とくながファーム）

一般社団法人国立公園支笏湖運営協議会
（支笏湖ガイドハウスかのあ）

北海道石狩振興局商工労働観光課

（敬称略・五十音順）3.
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本プラン策定に向け、市内観光の現状把握や観光客の動向把
握のため、「千歳市観光客調査」を実施

● 懇話会委員への観光振興プラン素案にかかる意見募集

第2回懇話会
● 前回募集意見及び回答について
● 千歳市観光振興プランの素案について

第3回懇話会
● 前回素案からの主な変更点について

● パブリックコメントの実施

第4回懇話会
● パブリックコメントの結果(1件)について
● 千歳市観光振興プラン（案）について

第1回懇話会
● 委員就任依頼状交付、会長、副会長の選任
● プラン策定の考え方及び本懇話会について
● 令和６年度実施 観光客調査結果及び前回プランの総括など
について

● プラン骨子（案）について

千歳市観光振興プラン策定経過

日程 主な内容

令和8年2月10日

令和7年12月10日～
令和8年1月9日

令和7年11月14日

令和7年9月2日

令和7年7月31日

令和7年6月19日

令和6年8月～
令和7年2月

4.
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